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雜 報

會 員 動 靜

學校衛生技師　濱 田 友 次 郎

陞 シテ高等官六等 ヲ以テ待遇セラル　 (六月一日)

岡山醫科大學敎授　畑 文 平

本俸七級俸下賜　 (六月二日)

岡山醫科大學敎授　皆 見 省 吾

本俸六級俸下賜

(六月十二日)

○田川蝉太郎君　 文部省より在外研究を命せられ歐米に留學中なりし同君は去五月二十五日歸朝せられた

り

○畑 文 平君　文部省より在外研究を命せられ歐洲に留學中なりし同君は去月二十六日無事横濱に到着

し翌二十七日歸岡せられたり

○關 正 次君　 文部省より在外研究生を命せられ歐米に留學中なりし同君は本月十一日無事歸朝せられ

たり

○池上馨 一君　 曩に渡歐せられたる同君は巴里を經て五月十二日伯林に到着せられたり尚ほ同君ヘの通

信は左記宛なり

Bei Japanischer Botsohaft,

Ahor Str. 1. Berlin W. 62, Deutschland.

○淸水多榮,柿 沼昊作兩君　曩日歐米各國に出張を命せられたる兩君は本月二十二日横濱出帆の天洋丸に

て出發せらるる爲め淸水君は本月十七目,柿 沼君は本月十九日當地を出立せられ米國を經て歐羅巴に到り

獨逸國に暫く滯留の豫定なりと

○牧 野眞 人君　 先般當市藤田眼科醫院を辭せられたる同君は今囘鳥取市日本赤十字社支部病院眼科部長

として就任せられたり

○尾 藤 太君　 は令般岡山醫科大學講師を辭し倉敷市倉敷中央病院婦人科に勤務せられたり

○渡 邊 國義君　 は大正十年岡山醫學專門學校を卒業し岡山醫科大學産婦人科敎室に於て研究し後福島市

大原病院産婦人科部長に就職し居られしか今囘辭職大分縣中津殿町に於て開業せられたり

○小 西 眞尚君　は先般函館市西村病院を辭し當分富出市櫻町に寓居せらる

○岡本一之助君　 は今般東京府落合町上落合に轉居せられたり

◎學 位授與　 大坪豊君は九州帝國大學醫學部に論文を提出し學位を請求し居られしか四月二十六日の

教授會を通過し先般醫學博士の學位を授與せられたり其主論文は左の如し

小腸運動ノ神經支配ニ就テ
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菅野大作,吉 田美壽利の兩君も同大學醫學部に論 文を提出し學位を請求 し居られしか去月二十四日の敎授

會を通過し今般醫學博士の學位を授與せられたり其主論文は左の如し

菅 野 大 作 君

膽道疾患特ニ膽石竝ニ膽嚢炎ニ於ケル肝臟ノ機能的竝ニ組織學的變化ニ就テ

吉 田 美 壽 利 君

急性蟲樣突起炎ノ細菌學的研究

高橋四郞君は 京都帝國大學醫學部に論文を提出 し學位を請求 し居られ しか本月四日の敎授會を通過 し今般

醫學博士の學位を授與せられた り其主論文は左の如し

胃癌患者血液 ノ「カリウム」及ビ「カルシウム」含有量ニ關スル研究

其1.　 胃癌患者竝ニ他ノ一般貧血性患者ノ血液中「カリウム」及ビ「カルシウム」ノ分布状態

其2.　 實驗的貧血家兎 ノ血液 ニ於ケル「カリウム」及ビ「カルンウム」量ニ就テ

其3.　 胃癌患者血液中「カリウム」及ビ「カルシウム」量 ト植物神經緊張状態 トノ關係ニ就テ

其4.　 手術前後 ニ於ケル胃癌患者ノ血液中「カリウム」及ビ「カルシウム」量 ノ移動ニ就テ

木畑辰夫,桑 原弼の兩君は豫て論文を岡山醫科大學に提出し學位を請求し居られしか本年五月七日の敎授

會を通過し本月四日醫學博士の學位を授與せられたり其主論文及び參考論文は左の如し

木 畑 辰 夫 君

主 論 文

脊髓液 ト迷路液 トノ關係ニ關スル實驗的研究(英 文)

(昭和二年十月大日本耳鼻咽喉科會々報第三三卷第七號ニ掲載)

參 考 論 文

1.　 内耳 ノ生體染色ニ關スル知見補遺(邦 文)

(昭和 二年十一月大 日本耳鼻咽喉科會々報第三三卷第八號ニ掲載)

2.　 中耳炎ニ於ケル歐氏管ノ病理ニ關スル實驗的研究(邦 文)

(昭 和三年五月本會雜誌第四〇年第五號ニ掲載)

桑 原 弼 君

主 論 文

鳥類ニ於ケルD氏 核 ニ就テ(邦 文)

(昭和二年十一月本會雜誌第三九年第一一號ニ掲載)

参 考 論 文

1.　 所謂黏合線ヲ顯ハス新鍍銀法ニ就テ(獨 文)

(大正十五年十月本會雜誌第四四一號ニ掲載)
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2.　鳥 類 ノ小腦脊髓路ニ就テ(邦 文)

(昭和 二年三月本會雜誌第三九年第三號ニ掲載)

3.　鳥 類小腦小毛塊ニ出入スル纎維ニ就ヲ(邦 文)

(昭和二年九月本會雜誌第三九年第九號ニ掲載)

4.　 島類 ノ赤核竝ニモナコー氏束ニ就 テ(邦 文)(桑 原弼,大 畑豊共著)

(昭和二年十月本會雜誌第三九年第十號ニ掲載)

6.　鳥 類ニ於ケル蝸牛殻神經中樞部ニ就テ(邦 文)

(昭和三年六月本會雜誌第四〇年第六號ニ掲載)

◎近畿 岡 山醫 異 同窓會　 時,五 月十三日,午後二時.朝 來氣を揉ませた蕭々の雨がからりと晴れ

て “目には靑葉,出 ほととぎす ”とお誂への日和.所 は南海濱寺公園内,日 柄喜樓の數寄を凝 した庭園に

續いて裏はすく,淡 路を前に阪南の濱.靑 松の下,白 砂の莚に天幕張の摸擬店を しつらへ,エ チケツトの

よろしきガールスが,三 々五々參集する會員諸君におでん,生 ビールを饗應する所から幕があく.

やがて汀では餘興の地曳網が始まつたが,大 海鳴動 して雜魚一握を獲たばかり.が 恰もよし.折 からここ

へ漕ぎつけたは,全 會員への土産にと兼ての注文で今朝明石沖で獲れたての鯛群を生き乍らに満載した漁

舟.勇 みの若者がエイヤエイヤと磯ヘ引きあ げる網の中には暗紅搖動,銀 鱗溌溂として人々の眼を喜ばせ

た.こ れから一同樓上に移 り,一 風呂浴びて四時半開宴.こ の日,京 阪神はもとより,播 州,南 海

方面から參集の會員五十六人.殊 に田中學長がはるばるの御出席は空前の光榮で もあり,本 會をして無二

の盛況を誇らしむるに充分な賜物であつた.か くて各自久濶の歡談に友情溢れ,満 堂一樣に岡出の名によ

つて陶然融和 し,時 の移るをも打忘れ,肝 膽相照らす夕陽の岡山の彼方に沈み行く頃,名 殘を惜みつつ袂

を別つた.

出 席 者　 來 賓　 田 中 先 生　 緒 方 先 生　 浦 野 先 生

京 部 府　 兎 本 字 三郞　 百 々 次郞　 山 口 棄

兵 庫 縣　 石 田 幾 馬　 内 田 綱 太郞　 駒 井 潔

佐 野 實　 高 橋 彌 宗 一　 戸 田 亨　 内 藤 業 太 郎

西 田 卷 三　 藤 森 眞 治　 南 川 欣 司　 宮 源 正 康

山 本 正 臣　 大 阪 市 外　 北 光 三　 紺 谷 茂

中 井 義 重　 野 中 敏 彦　 藤 井 貫 一　 大 阪 市 内

足 立 貫　 井 上 秀 男　 岡 本 英 一　 尾 錢 二 郎

佐 藤 鳴 海　 皿 井 立 三郞　 島 田 豊 文　 新 藤 輝 雄

園 田 富 士 彦　 竹 島 光 藏　 田 淵淸　 田 村 暉 一

津 田 薫 太　 中 野 満 隆　 永 野 武 二　 西 尾 修 五 郎

平 井 鐵 夫　 平 岡 寛　 藤 村 富 三郞　 三 上 紀 之

宮 竹 圭 一 郎　 安 武 輝 一　 柳 井 勝 人　 山 崎 磐
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山 本 宗 一　 山 本 泰 吉　 吉 田 幸 治　 和 佐 景

の 諸 君

幹 事　 吉 谷 恒 三郞　 山 中 惣 次郞　 矢 吹 浩

伊 藤 幸 憲　 黒 住 久

◎ 阪神 大 二 會　 藤森眞治君の學位受領,山 崎磐君の歸朝歡迎の祝賀を兼ね久々で阪神 大二會を上記

同〓會に引續き七時半から開催.所 かはれば氣も川竹の,こ こな大阪,南 地,宗 右衛門町は大西屋.灯 と

もし刻.お 疲れの中を田中先生,浦 野先生も御臨席下され,其 の他來賓殺到の好景氣で,い つもながらの

圓満無禮講.挨 拶も抜きで拔き衣紋の仇者どもが水 も漏 さぬ扱ひに,溜 飲が下れば メー トルは上る.杯 と

共に歡を重ねて初更散會.

出 席 者　 來 賓　 田 中 先 生　 浦 野 先 生　 足 立 貫

井 上 秀 男　 尾 錢 二 郎　 北 光 三　 紺 谷 茂

佐 藤 鳴 海　 佐 野 實　 新 藤 輝 雄　 園 田 富 士 彦

竹 島 光 藏　 戸 田 亨　 中 野 満 隆　 西 尾 修 五 郎

平 岡 寛　 三 上 紀 之　 宮 竹 圭 一郞　 吉 谷 恒 三 郎

和 佐 景　 會 員　 藤 森 眞 泊　 山 崎 磐

藤 原 政 雄　 内 藤 業 太郞　 南 川 欣 司　 の 諸 君

幹 事　 伊 藤 幸 憲　 黒 住 久

◎岡 山醫 學會通 常會　 本月二十一日開會の豫定なりし本會の通常會は都合により流會せり,尚 ほ

七,八 兩月の通常會は暑中に付例年の通り休會す.
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